
今
、
生
命
力
を
発
揮
し

て
い
る
看
板
の
言
葉

現
庁
舎
前
に
設
置
さ
れ
て

い
る
看
板
は
、
三
角
柱
に
な
っ

て
い
ま
す
。

『
非
核
平
和
宣
言
都
市
』

の
看
板
の
側
面
に
は
、
「
江

津
市
民
の
誓
い
|
非
核
三
原

則
の
遵
守
」
と
「
江
津
市
民

の
願
い
|
核
兵
器
の
廃
絶
と

恒
久
平
和
の
達
成
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

『
男
女
共
同
参
画
宣
言
都

市
』
の
看
板
の
側
面
に
は
、

「
キ
ラ
リ
と
光
る
ま
ち

能

力
発
揮
は
男
女
を
問
わ
ず
！
」

と
あ
り
、
も
う
一
面
に
は
男

女
共
同
参
画
の
基
本
理
念
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
﨑
漳
子
支
部
長
は
「
核

兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
が
、
国
際
的
な

流
れ
に
な
っ
て
い
る
今
、
当

時
の
市
議
会
が
果
た
し
た
役

割
は
、
歴
史
的
に
も
そ
の
先

見
性
が
市
民
の
誇
り
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち

市
民
の
願
い
の
大
き
な
支
柱

と
な
っ
た
こ
と
は
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
思
想
信
条
を
超
え

て
、
生
命
力
を
発
揮
し
て
い

る
二
つ
の
看
板
の
設
置
を
決

議
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

自
主
申
告
が
重
要

学
習
会
の
講
師
は
農
民
運

動
全
国
連
合
会
（
農
民
連
）

の
長
谷
川
敏
郎
会
長
。
長
谷

川
会
長
は
は
じ
め
に
「
確
定

申
告
は
、
自
主
計
算
・
自
主

申
告
が
基
本
と
国
税
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が

使
っ
た
必
要
経
費
を
決
め
る

の
は
納
税
者
自
身
で
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
そ
の
上
で
、
３

月
の
確
定
申
告
に
よ
る
総
所

得
金
額
が
、
国
民
健
康
保
険

料
・
市
町
村
民
税
・
介
護
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
医
療
費
の
窓
口
負
担
・

入
院
時
の
食
事
代
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
料
・
施
設
入
所
料
・
保

育
料
・
高
校
授
業
料
・
大
学

授
業
料
な
ど
、
様
々
な
暮
ら

し
の
支
出
を
左
右
す
る
と
説

明
し
、
面
倒
で
も
市
役
所
で

は
な
く
、
税
務
署
へ
自
主
申

告
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
述

べ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
分
の
確
定
申

告
期
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
２
月
16
日
（
火
）

～
４
月
15
日
（
木
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
は
、

２
０
１
９
年
10
月
か
ら
の
消

費
税
10
％
増
税
や
コ
ロ
ナ
禍

が
農
業
経
営
を
直
撃
し
、
７

月
豪
雨
災
害
に
も
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
農
民
連
の
「
売
上

は
ご
ま
か
さ
ず
、
経
費
は
チ

リ
ひ
と
つ
残
さ
な
い
」
た
め

の
自
主
申
告
運
動
が
よ
り
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

必
要
経
費
の

按
分
が
ポ
イ
ン
ト

農
業
分
野
で
は
、
販
売
に

よ
っ
て
得
た
収
入
を
農
業
所

得
と
し
て
申
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
自
家
消
費

分
や
家
事
按
分
の
考
え
方
が

大
事
で
、
各
農
家
の
よ
っ
て

違
い
ま
す
。
比
率
の
決
め
方

は
、
農
業
用
に
利
用
し
て
い

る
割
合
を
、
客
観
的
に
説
明

で
き
れ
ば
ど
ん
な
手
法
で
あ
っ

て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
月
ご
と
に
比
率
を
変
更

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
農

業
の
経
費
で
主
な
も
の
は
、

事
務
所
（
家
屋
、
納
屋
な
ど
）

の
経
費
・
動
力
光
熱
費
・
専

従
者
控
除
（
親
族
へ
の
給
料
）
・

通
信
費
・
新
聞
図
書
費
・
接

待
交
際
費
（
近
所
の
付
き
合

い
）
・
研
修
費
・
広
告
宣
伝

費
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

持
続
化
給
付
金
は
農
業
所

得
の
「
雑
収
入
」
と
な
り
ま

す
。
持
続
化
給
付
金
の
申
請

支
援
を
き
っ
か
け
に
、
農
民

連
に
加
入
し
た
人
の
な
か
に

は
「
専
従
者
控
除
を
と
っ
て

い
な
か
っ
た
」
「
自
己
流
で

や
っ
て
い
た
」
「
市
役
所
で

済
ま
し
て
い
た
」
と
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。

農
民
連
作
成
の
『
農
業
収

入
・
支
出
記
帳
簿
』
を
活
用

し
、
経
費
の
漏
れ
を
防
ぎ
、

扶
養
親
族
の
付
け
替
え
や
世

帯
分
離
な
ど
を
検
討
す
る
こ

と
も
、
正
し
い
納
税
に
つ
な

が
り
ま
す
。
長
谷
川
会
長
は

「
１
万
円
の
経
費
を
見
逃
せ

ば
、
税
金
が
２
５
０
０
円
も

上
が
る
」
と
語
り
ま
し
た
。
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悩み・困りごと

ご相談ください

新
庁
舎
に

『
非
核
平
和
宣
言
都
市
』

『
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
』
の
看
板
設
置
を

17
日
、
新
日
本
婦
人
の
会
江
津
支
部
（
山
﨑
漳
子
支
部
長
）

は
、
市
議
会
に
対
し
て
『
非
核
平
和
宣
言
都
市
』
と
『
男
女

共
同
参
画
宣
言
都
市
』
の
常
設
看
板
を
、
新
庁
舎
へ
設
置
す

る
よ
う
陳
情
し
ま
し
た
。

新日本婦人の会の陳情本文

江津市議会では、1984年(昭和59年)に「核兵器廃

絶平和の市になることに関する決議」を、2009年(平

成21年)に「男女共同参画都市宣言」を、全会派の賛

成で決議されており、現庁舎前には『非核平和宣言

都市』と『男女共同参画宣言都市』の看板を設置す

ることで、江津市の指針として示されています。

『非核平和宣言都市』の看板に掲げられた文言は、

平和を願う全ての人の共通の普遍的な願いと決意を

示したものであり、今年１月22日に核兵器禁止条約

が発効したことを見ても、当時の市議会の歴史的先

見性、地方自治における平和への取り組みは市民の

誇りともなっています。

『男女共同参画宣言都市』の看板に掲げられた文

言は、これからのまちづくりの基本であり重要な課

題ともなる、人権を尊重し性別にかかわりなく一人

ひとりが個性と能力を十分に発揮できる男女共同参

画社会の実現に向け、高らかに宣言したものとなっ

ています。

この誇るべき江津市の指針を高く掲げ、市民一人

ひとりが日常のなかで意識して目標に到達できるよ

う、建設中の新庁舎へ常設の看板を設置することを、

市議会として決議していただくよう陳情いたします。

13
日
、
農
民
運
動
全
国
連
合
会
が
、
江
津
市
内
で
確
定
申

告
税
金
問
題
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

ご
う
つ
農
民
連

確
定
申
告
学
習
会
を
実
施



コ
ロ
ナ
禍
が
与
え
る

経
営
へ
の
影
響

市
内
の
経
済
状
況
に
つ
い
て

の
商
工
観
光
課
の
説
明
に
よ
れ

ば
、
昨
年
４
月
か
ら
今
年
１
月

の
期
間
で
、
事
業
所
の
廃
業
は

16
件
（
う
ち
２
件
は
事
業
継
承

さ
れ
た
）
で
、
解
雇
を
行
っ
た

事
業
所
は
34
件
58
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
国
が
行
っ
て
い
る
雇

用
調
整
助
成
金
へ
の
申
請
は
２

６
２
件
（
11
月
以
降
で
57
件
）
、

緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
へ
の
申

請
は
40
件
（
11
月
以
降
で
11
件
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
だ
市
内
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
確
認
さ

れ
て
い
な
い
も
の
の
、
11
月
の

解
雇
は
期
間
中
で
最
大
の
17
人

に
上
っ
て
お
り
、
廃
業
に
つ
い

て
も
「
コ
ロ
ナ
が
き
っ
か
け
」

と
す
る
声
も
あ
り
、
経
済
の
厳

し
い
状
況
が
結
果
に
現
れ
て
い

ま
す
。

サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ❘

産
直

売
上
は
回
復
も
客
足
は
減

２
０
２
０
年
で
の
産
直
市
サ

ン
ピ
コ
ご
う
つ
の
売
上
状
況
は
、

産
直
品
は
９
４
５
９
万
円
で
前

年
比
１
０
２
％
と
な
っ
て
お
り
、

農
林
水
産
課
で
は
「
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
在
宅
で
、
需
要
が
増
え

た
の
で
は
な
い
か
」
と
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
利
用
客
数
で
は
前

年
比
92
・
６
％
の
14
万
９
３
０

１
人
に
留
ま
り
、
産
直
品
以
外

の
物
販
の
売
上
が
前
年
比
93
％

の
９
６
０
６
万
円
だ
っ
た
た
め
、

サ
ン
ピ
コ
全
体
で
の
売
上
は
１

億
９
０
６
６
万
円
で
前
年
比
97
・

３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
が
宣
言
さ
れ
た
こ

と
で
、
昨
年
４
月
は
69
・
０
％
、

５
月
は
75
・
８
％
へ
利
用
客
が

激
減
（
２
０
１
９
年
同
月
比
）
。

年
間
の
利
用
客
減
は
１
万
２
０

０
０
人
に
迫
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
15
万
人
近
い
利
用
客
の
出

入
り
が
あ
り
、
駐
車
場
に
は
他

県
ナ
ン
バ
ー
の
車
も
目
立
つ
こ

と
か
ら
、
感
染
防
止
の
取
り
組

み
の
継
続
が
不
可
欠
と
な
っ
て

い
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
飲
食
券

利
用
は
販
売
の
６
割

11
月
に
江
津
商
工
会
議
所
・

桜
江
商
工
会
を
通
じ
て
販
売
し

た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券

（
５
０
０
円
の
６
枚
セ
ッ
ト
を

２
０
０
０
円
で
販
売
）
」
は
、

１
万
７
２
６
６
セ
ッ
ト
５
１
７

８
万
円
が
購
入
さ
れ
、
登
録
し

た
店
舗
（
飲
食
79
店
舗
・
宿
泊

６
施
設
）
で
利
用
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

た
だ
、
市
内
に
は
１
０
０
軒

超
の
飲
食
店
が
あ
り
、
全
て
の

店
舗
で
利
用
可
能
と
は
な
っ
て

ま
せ
ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

商
工
観
光
課
で
は
「
聴
き
取
り

を
行
っ
た
店
で
は
、
『
固
定
客

が
多
い
の
で
、
飲
食
券
で
呼
び

込
む
必
要
が
な
い
』

『
現
金
が
良
い
の
で
、

飲
食
券
は
利
用
し
な

い
』
『
換
金
な
ど
の

手
続
き
が
面
倒
』
と

の
声
が
あ
っ
た
」
と

し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
飲
食
券
の
利
用
状

況
は
、
12
月
か
ら
２
月
12
日
ま

で
で
58
・
３
％
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
。
プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券

の
有
効
期
限
は
３
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、
購
入
者
へ
早

期
の
利
用
を
喚
起
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ど
う
な
る
？

持
続
化
応
援
金
の
再
実
施

昨
年
、
江
津
市
で
は
独
自
の

施
策
と
し
て
、
売
上
が
前
年
同

月
比
で
20
％
以
上
減
少
し
た
中

小
企
業
・
個
人
事
業
主
へ
、
最

大
20
万
円
を
給
付
す
る
「
中
小

企
業
等
持
続
化
応
援
金
給
付
事

業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
１
月

以
降
、
山
下
市
長
は
こ
の
事
業

に
つ
い
て
、
再
実
施
を
示
唆
し

て
い
ま
す
。

16
日
の
委
員
会
で
は
、
こ
の

市
長
の
言
動
と
事
業
の
再
実
施

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
説
明
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
商
工
観

光
課
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を

行
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
明
言

を
避
け
ま
し
た
。

第2438号 ご う つ 民 報 （２）

現
在
、
後
期
高
齢
者
（
75
歳

以
上
）
の
医
療
費
窓
口
負
担
は

１
割
で
す
が
、
２
０
２
２
年
10

月
か
ら
23
年
３
月
の
間
に
、
２

割
へ
上
げ
る
こ
と
を
、
菅
内
閣

が
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
実
現
し
て
し
ま
え
ば
、

施
行
後
の
３
年
間
は
１
カ
月
で

の
負
担
増
加
額
を
最
大
３
０
０

０
円
に
抑
え
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
単
身
で
年
収
２
０
０
万
円

以
上
の
75
歳
以
上
の
高
齢
者
３

７
０
万
人
が
負
担
増
と
な
り
ま

す
。
閣
議
決
定
を
受
け
、
具
体

化
す
る
法
案
が
、
い
ず
れ
国
会

で
審
議
さ
れ
ま
す
が
、
決
し
て

成
立
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

安
倍
内
閣
は
「
社
会
保
障
の

た
め
」
と
消
費
税
を
10
％
に
増

税
し
ま
し
た
。
な
の
に
政
権
を

引
き
継
い
だ
菅
内
閣
は
、
新
た

な
負
担
を
高
齢
者
に
押
し
つ
け

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
年

金
は
安
倍
内
閣
の
８
年
間
で
６
・

４
％
も
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

生
活
保
護
世
帯
の
55
・
７
％
は

高
齢
者
で
す
。
こ
れ
で
は
高
齢

者
の
生
活
は
ま
す
ま
す
苦
し
く

な
り
、
格
差
と
貧
困
が
一
層
増

大
し
て
大
幅
な
受
診
抑
制
が
起

こ
り
、
高
齢
者
の
生
存
権
が
脅

か
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

本
来
、
医
療
費
は
病
気
の
重

症
・
軽
症
で
受
診
料
を
払
う
の

で
あ
っ
て
、
応
能
負
担
で
払
う

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応
能
負

担
と
は
、
経
済
力
に
つ
い
て
使

わ
れ
る
用
語
で
、
保
険
料
や
税

金
に
適
用
す
べ
き
も
の
で
す
。

ま
た
、
現
役
世
代
の
負
担
軽

減
も
無
用
に
世
代
間
対
立
を
あ

お
る
だ
け
で
す
。
誰
も
が
幼
年

期
・
少
年
期
・
壮
年
期
を
経
て
、

高
齢
期
・
後
期
高
齢
期
に
な
り

生
涯
を
終
え
ま
す
。
病
気
に
対

し
て
、
治
療
・
療
養
の
た
め
の

公
的
医
療
保
険
制
度
と
し
て
、

い
ず
れ
誰
も
が
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
を
利
用
す
る
の
で
す
。

こ
れ
が
脆
弱
だ
と
、
現
役
世
代

も
将
来
困
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
役
負
担
軽
減
を
主
張
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
保
険
料
と
公
費

（
税
金
）
で
調
整
す
る
の
が
本

筋
の
は
ず
で
す
。
受
診
機
会
の

不
平
等
を
拡
大
し
た
り
、
受
診

抑
制
に
つ
な
が
る
患
者
負
担
増

は
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
所
得
制
限
を
か
け
て

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
範
囲
を
広

げ
る｢

布
石
」
に
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
法
改
定
の
最
大
の
狙
い
は
、

公
費
負
担
を
減
ら
す
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の

納
め
た
税
金
は
、
軍
事
費
な
ど

に
使
う
の
で
な
く
、
暮
ら
し
中

心
に
ま
わ
し
て
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
す
べ
き
で
す
。

年
金
者
組
合

河
野
哲
雄

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（
敬
称
略
）

医
療
費
の
２
割
負
担
は
止
め
て
ほ
し
い

江
津
市
議
会
建
設
経
済
委
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
市
の
状
況

16
日
、
江
津
市
議
会
の
建
設
経
済
委
員
会
が
「
閉
会
中
の
調
査
」

を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
市
内
経
済
が
受
け
て
い

る
影
響
や
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
商
工
観
光
課
・
農
林
水
産
課
か

ら
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

17
日

17
日

16
日

12
日

本

藤

浩

野

村

タ

ケ

コ

髙

原

數

則

田

儀

紏

代

（
58
）

（
88
）

（
70
）

（
93
）

二

宮

町

嘉

久

志

町

嘉

久

志

町

浅

利

町


